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ミニ企画展ミニ企画展

「美浦に伝わる風土記の世界「美浦に伝わる風土記の世界～常陸国風土記1300年記念～

＜関連イベント＞
「語りと音楽・舞踊でつづる信太物語～流海の陸より～」
　日時　12月 22日（日）午後 2時～（開場：午後 1時 30分～）
　会場　美浦村文化財センター　　　※入場無料
『ふるさと美浦の昔物語』（森野宙子作、美浦村史編纂委員会刊行）
にある常陸国風土記をもとにした 4つの物語を風土記の紹介とと
もに、語りや音楽・舞踊で表現する試みです。午後のひととき風
土記の世界にひたってみませんか。どうぞお気軽にご来館下さい。
　物語：「ヤマトタケルと雄栗村の泉」「琴と鼓がつなぐ恋」ほか
　出演：柏木久美子、オカリナアートJOY（野口喜広、矢野恵子）、
　　　　林敏秀・奥木愛子（旗野恵美創作舞踊研究所）

秋
を
楽
し
む

秋
を
楽
し
む

お
か
だ
い
ら

お
か
だ
い
ら

　『常陸国風土記』やゆかりの地、同時代の遺物などを紹
介した展示です。講演会やイベントのほかに、風土記ゆ
かりの地を訪れるウォークラリーもおこなっています。
どうぞご来館下さい。
会期：11月 12日（火）～ 12月 22日（日）
会場：美浦村文化財センター　※休館日：月曜日

12/22まで！

＜講演会＞
日時：12月7日（土）午後2時～
演題：『「常陸国風土記」と

古代の信太郡』
講師：堀部猛氏
　　　（上高津貝塚ふるさと歴史の広場）

ミスター縄文人ミスター縄文人 御茶園西遺跡御茶園西遺跡（詳しくは次号で！）（詳しくは次号で！）

ミニ企画展の様子ミニ企画展の様子 ミズ縄文人ミズ縄文人
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美
浦
村
は
「
信し

だ太
」
と
い
う
地
名
が
現

在
も
あ
る
よ
う
に
常
陸
国
風
土
記
の
頃
、

奈
良
時
代
に
は
常
陸
国
十
一
郡
の
う
ち

の
信
太
郡
に
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

風
土
記
に
は
信
太
郡
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
か
み
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

最
初
に
信
太
郡
の
位
置
の
記
述
が
あ

り
ま
す
。「
東
は
信
太
の
流う

み海
、
南
は
榎え

の

浦
の
流
海
、
西
は
毛
野
河
、
北
は
河
内
の

郡
な
り
」
と
あ
り
ま
す
。
現
在
の
行
政
区

に
あ
て
は
め
て
み
る
と
そ
の
範
囲
は
土

浦
市
の
一
部
、
阿
見
町
、
美
浦
村
、
稲
敷

市
、
牛
久
市
の
一
部
、
龍
ヶ
崎
市
の
一
部
、

河
内
町
に
な
り
ま
す
。
少
し
前
ま
で
の
稲

敷
郡
が
お
お
よ
そ
該
当
し
て
い
ま
す
。

　

信
太
郡
の
設
置
に
関
し
て
は
『
釋

し
ゃ
く

日に

ほ

ん本

紀ぎ

』
に
引
用
さ
れ
た
文
か
ら
、
白
雉
四

（
六
五
三
）
年
に
物も

の

の

べ

の

か

わ

ち

部
河
内
と
物も

の

の

べ

の

あ

い

づ

部
会
津

等
が
惣
領
の
高

た
か
む
く
の
ま
え
つ
ぎ
み

向
大
夫
等
に
願
い
出
て
、

筑
波
郡
と
茨
城
郡
か
ら
七
〇
〇
戸
を
割

い
て
信
太
郡
を
設
置
し
た
、
と
あ
り
ま

す
。
今
か
ら
一
三
六
〇
年
前
に
信
太
郡
が

で
き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

続
い
て
信
太
郡
内
の
土
地
や
場
所
の

記
述
が
あ
り
ま
す
。
名
称
の
由
来
や
そ

の
地
に
伝
わ
る

話
な
ど
を
入
れ

な
が
ら
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
残

念
な
が
ら
現
在

伝
わ
る
風
土
記

に
は
、
所
々
に

省
略
さ
れ
た
文

が
あ
り
ま
す
。

以
下
は
現
在
伝

わ
っ
て
い
る
内

容
で
す
。

　

景け

い

こ

う行
天
皇
が

浮
島
の
仮
の
御

座
所
に
行
幸
な

さ
っ
た
時
に
飲

め
る
水
が
な
く
、
占
い
を
す
る
者
に
占
わ

せ
井
戸
を
掘
ら
せ
た
。
そ
の
井
戸
が
今
も

雄を

く

り栗
の
村
に
残
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
西

に
高
来
の
里
が
あ
る
。

　

古
老
が
い
う
こ
と
に
は
天
地
の
初

め
の
頃
、
天
か
ら
降
っ
て
来
ら
れ
た

普ふ

つ

の

お

お

か

み

都
大
神
が
荒
ぶ
る
神
々
を
平
定
さ
れ
、

身
に
つ
け
て
い
た
武
具
の
甲

よ
ろ
い

や
戈ほ

こ

、
楯た

て

、

剣
つ
る
ぎ

、
手
に
し
た
玉
な
ど
す
べ
て
を
脱
ぎ
捨

て
て
白
雲
に
乗
っ
て
天
へ
帰
っ
て
い
っ

た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

土
地
の
人
々
に
伝
わ
る
話
で
は
葦
原

の
鹿
は
山
に
い
る
鹿
と
は
そ
の
味
が
違

う
。
常
陸
と
下
総
と
二
国
で
大
量
に
獲
え

て
も
絶
え
尽
く
す
こ
と
は
な
い
。

　

高
来
の
里
の
西
に
飯い

ひ

な名
の
社
が
あ
る
。

こ
れ
は
筑
波
山
に
い
る
飯
名
の
神
の
末

社
で
あ
る
。

　

榎
の
浦
の
津
に
は
駅う

ま

や家
が
置
か
れ
て

い
る
。
東
海
道
の
常
陸
国
に
入
る
入
口
で

あ
る
。
こ
こ
で
初
め
て
常
陸
国
に
入
ろ
う

と
す
る
時
に
は
、
ま
ず
口
を
す
す
ぎ
、
手

を
洗
い
、
東
を
向
い
て
香か

し

ま島
の
大
神
に
拝

し
、
そ
れ
か
ら
後
に
初
め
て
常
陸
国
に
入

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

古
老
が
い
う
こ
と
に
は
、
倭

や
ま
と
た
け
る武

の
天
皇

が
海
辺
を
巡
行
さ
れ
た
と
き
、
浜
辺
に
た

く
さ
ん
の
海
苔
が
乾
か
し
て
あ
っ
た
。
こ

れ
に
ち
な
ん
で
そ
の
場
所
を
能の

り

は

ま

理
波
麻

の
村
と
名
づ
け
た
、
と
。

　

乗
浜
の
里
の
東
方
に
浮
島
の
村
が
あ

る
。
四
方
を
海
で
囲
ま
れ
て
い
て
島
は
山

地
と
野
原
が
入
り
ま
じ
っ
て
い
る
。
戸
数

は
十
五
戸
、
田
は
七
、八
町
ば
か
り
で
、
住

民
は
塩
を
焼
い
て
生
計
を
た
て
て
い
る
。

こ
こ
に
は
九
つ
の
社
が
あ
り
、
人
々
は
言

行
と
も
に
つ
つ
し
ん
で
い
る
。

（
次
号
へ
つ
づ
く
）

常
陸
国
風
土
記

常
陸
国
風
土
記
〜
奈
良
時
代
に
ま
と
め
ら
れ
た
地
方
誌
〜

〜
奈
良
時
代
に
ま
と
め
ら
れ
た
地
方
誌
〜  

２２

県
指
定
文
化
財

毘
沙
門
天
立
像

毘
沙
門
天
立
像

が
展
示
さ
れ
ま
す

が
展
示
さ
れ
ま
す

　

布
佐
地
区
に
あ
る
県
指
定
有
形
文
化

財
の
毘
沙
門
天
立
像
が
、
茨
城
県
立
歴

史
館
で
開
催
さ
れ
る
特
別
展
「
常
陸
南

北
朝
史
―
そ
し
て
動
乱
の
中
世
へ
―
」

で
展
示
さ
れ
ま
す
。
毘
沙
門
天
立
像
は

普
段
拝
観
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
歴
史
館
に
て
ご

覧
く
だ
さ
い
。
展
示
で
は
毘
沙
門
天
立

像
の
全
体
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

会
期　

平
成
25
年
２
月
８
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

〜
３
月
21
日
（
金
）

場
所　

茨
城
県
立
歴
史
館

（
水
戸
市
緑
町
２

－

１

－

15
）

お
問
い
合
わ
せ
は
歴
史
館
へ

☎
０
２
９

－

２
２
５

－

４
４
２
５

 

 

常
陸
国
（
風
土
記
編
さ
ん
の
詔
が
出
さ
れ
た
頃
・
和
銅
年
間
）

　
　
　
　

『
新
編
常
陸
国
誌
』（
１
９
７
６
）
よ
り
引
用
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さ
る
10
月
６
日
（
日
）、

陸
平
貝
塚
公
園
に
て
第
16

回
陸
平
縄
文
ム
ラ
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
お
だ

や
か
な
秋
晴
れ
の
中
、
多
く

の
人
々
が
来
場
し
、
陸
平
貝

塚
公
園
は
今
年
一
番
の
賑

わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
縄
文
太

鼓
、
安
中
音
頭
、
陸
平
音

頭
、
お
は
や
し
が
披
露
さ

れ
、
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
に

は
今
注
目
の
和
風
ユ
ニ
ッ

ト
「
華は

な

ふ

う

げ

つ

風
月
」
が
出
演
し
、

鈴す

ず

は

な華
ゆ
う
子
さ
ん
の
美
し

【かかしコンテスト】
第 1位　茨城なのにふなっしーかよ！（虹の里）
第 2位　しあわせコニー
　　　　（安中育成会：安藤菜都、鎌形菜緒、林萌香、山本来夢）
第 3位　かかっしぃー
　　　　（安中育成会：浅野瑞季、梅澤このみ、坂部友麻、
 殿岡舞、浅川聖羅、俵俊介）

【俚謡コンテスト】
第　１　位　縄文の森 大樹粛々 古代ロマンの ファンタジー（飯塚美智子）
日和吟社賞　秋の実りは 未来につなぐ 美浦の宝は 古代米（奥野智元）
中学生の部　もみじ色づき ヒラヒラ落ちて 赤い道路が できあがる（林すみれ）
小学生の部　友と歩いた かすみがうらは しずむゆう日が きれいだな（伊藤心）

【縄文人仮装コンテスト】
Mr. 縄文人　高橋壽一　　Ms. 縄文人　山本靖美
団 体 賞　陸平をヨイショする会 山がき隊 （敬称略）

く
ハ
リ
の
あ
る
歌
声
と

神か

み

な

が永
大
輔
さ
ん
の
尺
八
の

音
色
が
会
場
内
に
響
き
渡

り
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
子
ど
も
た
ち

が
火
起
こ
し
や
弓
矢
、
ど

ん
ぐ
り
ク
ッ
キ
ー
作
り
は

じ
め
、
絵
手
紙
、
餅
つ
き
等

の
体
験
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
ま
た
、
焼
お
に
ぎ
り

や
揚
げ
た
こ
焼
、
創
作
品

の
展
示
販
売
、
農
産
品
等
、

沢
山
の
模
擬
店
も
並
び
ま

し
た
。

　

来
場
者
の
投
票
に
よ
る
コ
ン
テ
ス
ト

は
お
馴
染
み
の
か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト
、

俚り

よ

う謡
コ
ン
テ
ス
ト
の
ほ
か
今
回
新
た
に

縄
文
人
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
が
加
わ
り
ま

し
た
。
縄
文
人
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
は
工

夫
を
凝
ら
し
た
衣
装
や
装
飾
で
縄
文
人

ら
し
い
装
い
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
参

加
者
の
個
性
あ
ふ
れ
る
独
創
的
な
仮
装

に
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
皆
笑

顔
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
会
場
内
で
は
美

浦
中
学
校
生
徒
が
ク
リ
ー
ン
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
開
催
に
あ
た
り
企
業
や
団
体

は
じ
め
多
く
の
方
々
か
ら
協
賛
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

オープニングの安中小縄文太鼓クラブオープニングの安中小縄文太鼓クラブ

茨
城
な
の
に
ふ
な
っ
し
ー
か
よ
！

茨
城
な
の
に
ふ
な
っ
し
ー
か
よ
！

安中音頭安中音頭

会場の様子会場の様子

華風月華風月華風月華風月

陸平音頭陸平音頭

弓矢弓矢

クリーンボランティアクリーンボランティア

縄文クッキーつくり縄文クッキーつくり

おはやしおはやし

かかっしぃーかかっしぃー

火起こし火起こし

ヤッター！火がついた！ヤッター！火がついた！

し
あ
わ
せ
コ
ニ
ー

し
あ
わ
せ
コ
ニ
ー

ま
つ
り
で
に
ぎ
わ
う
陸
平
貝
塚

ま
つ
り
で
に
ぎ
わ
う
陸
平
貝
塚

⬇
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抜ける青空こだます祭り陸平の台地に集う人　（陸平縄文ムラまつり より）

✿❀✿❀　　文化財センター体験のごあんない文化財センター体験のごあんない　　❀✿❀✿
開催場所は美浦村文化財センターです。（美浦村土浦２３５９）
申し込みは文化財センターまで☎０２９－８８６－０２９１
　　※休館日　月曜日（月曜が祝日の時は火曜日も）、年末年始
　　　みなさまのご参加をお待ちしておりま～す！

◆ 陸平の植物で草木染め ◆◆ 陸平の植物で草木染め ◆
桜でストールを染めてみよう。

日にち：1月 30 日（木）
時　間：9：30 ～ 16：00
体験料：1500 円
持ち物：ゴム手袋、昼食、
　　　　あればバケツ

募集人数：先着 10名

◆ さき織りでマイバックを作ろう！ ◆◆ さき織りでマイバックを作ろう！ ◆
さき織りした生地を使ってバッグを作ります。

募集人数：先着８名　※織りとバッグ作りと両方参加出来る方
体験料：1000 円
内容：さき織り（2月）、・バッグ作り（3月 14 日（金））
　※申込みの際に、裂き織りの日を予約。

　※予約できる日は 2月の火～金（2/11・14・27 は除く）

　　で時間は 9時～ 16 時。

　※さき織りの所要時間は半日～ 1日程度（個人差あり）

持ち物：昼食（さき織り、バッグ作り）
　　　　お持ちの方はミシン（バッグ作り）

講師：結の皆さん

❀
✿

◆ 味噌を作ってみよう ◆◆ 味噌を作ってみよう ◆
地産地消！地元の大豆で味噌作ってみません

か。熟成させて半年後に味噌を分けます。

日にち：2月 14 日（金）
時　間：9：00 ～ 16：30
体験料：1500 円
募集人数：先着 10名
持ち物：ゴム手袋、マスク、白米 1合
講　師：美浦村食生活改善推進委員の皆さん

◆ 古文書入門講座 ◆◆ 古文書入門講座 ◆
古文書に親しんでみませんか。初めて古文書に

触れる方を対象にした内容です。

日にち：2月2日、2月16日、3月2日（全３回）
時　間：10：00 ～ 12：00
体験料：無料
対象：美浦村在住または在勤者で
　　　3回とも参加出来る方

募集人数：先着 15名
持ち物：鉛筆
講師：平田満男先生（美浦村文化財保護審議委員）

◆ ◆ 第 5回梅朝基礎落語第5回梅朝基礎落語 ◆ ◆

笑いのひとときをいかがですか。落

語を聴いたり、落語に関する解説

コーナーなどで楽しみましょう。

日にち：2月 22 日（土）
時間：13：30 ～ 15：30
講師：好文亭梅朝さん
木戸銭無料

事前申し込み不要

当日お越し下さい


